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貸借対照表と損益計算書

貸借対照表 損益計算書

・企業の健康診断書

・特定時点における企業の財政状況を示す

・「資産」「負債」「純資産」で構成

・企業の通知表／成績表

・特定期間の企業の経営成績を示す

・「収益」「費用」「利益」で構成
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貸借対照表のかたち

負
債

資
産

純
資
産

貸借対照表
会社が持っている武器 武器の調達方法（誰のお金？）
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貸借対照表 ①資産

負
債

資
産

純
資
産

貸借対照表【資産】会社が持っている武器

流動資産（１年以内に使用・現金化するもの）

・現金（預金）
・販売馬（育成馬）
・貯蔵品（飼料・敷料・肥料などの在庫）
・未収入金

固定資産（⾧期間かけて使用するもの）

・不動産（土地・建物・構築物）
・車両（自動車・馬運車など）
・機械装置（トラクターなど）
・器具備品（パソコン、机・椅子、専門用具など）
・繁殖牝馬、競走馬
・シンジケート株（繰延資産）
・保険積立金
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貸借対照表 ②負債

負
債

資
産

純
資
産

貸借対照表

【負債】武器の調達方法 ①他人のお金

流動負債（１年以内に返すもの）

・借入金（短期）
・未払金（後払いの種付料・リース残）

固定負債（⾧期間かけて返すもの）

・借入金（⾧期）
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貸借対照表 ③純資産

負
債

資
産

純
資
産

貸借対照表
【純資産】武器の調達方法 ②自分のお金

資本金

・自分で出資したお金
・他人に出資してもらったお金

利益剰余金

・過去からの利益の積み重ね
・今期の利益

6



どちらが安定していますか？

負
債

資
産

純
資
産

A牧場

負
債

資
産

純
資
産

B牧場

100 30 70100

70
30
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自己資本比率 （計算式：純資産／資産）

負
債

資
産

純
資
産

A牧場

負
債

資
産

純
資
産

B牧場

100 30 70100

70

30

自己資本比率 70/100=70% 自己資本比率 30/100=30%
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損益計算書のかたち

9,500売上高

5,000売上原価

4,500売上総利益

2,000販売費及び一般管理費

2,500営業利益

400営業外収益

500営業外費用

2,400経常利益

100特別利益

500特別損失

2,000当期利益

損益計算書（報告式）

収
益
（
収
入
）

費
用
（
支
出
）

利
益

損益計算書（勘定式）

10,0008,000

2,000
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損益計算書のかたち

収
益
（
収
入
）

費
用
（
支
出
）

利
益

損益計算書
資産を減少させる取引 資産を増加させる取引
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損益計算書 ①収益

収
益
（
収
入
）

費
用
（
支
出
）

利
益

損益計算書
【収益】資産を増加させる取引（収入）

営業収益・売上高（本業で得た収益）

・軽種馬売上（せり・庭先）
・預託料
・賞金（生産者賞・繁殖牝馬所有者賞）
・牧草販売
・胎盤販売

営業外収益（本業以外で得た収益）

・補助金／助成金
・保険金
・利息
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損益計算書 ②費用

収
益
（
収
入
）

費
用
（
支
出
）

利
益

損益計算書
【費用】資産を減少させる取引（支出）

売上原価（直接的に本業に掛かった費用）

・種付料 ・飼料／敷料／肥料代
・種苗／農薬代 ・動力光熱費
・医療費 ・人件費
・リース料 ・修繕費
・減価償却費 ・地代家賃

販管費（販売費及び一般管理費）

・人件費 ・水道光熱費 ・交際費
・減価償却費 ・地代家賃 ・保険料

営業外費用（本業以外で発生する費用）

・借入金の利息
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損益計算書 ③利益

収
益
（
収
入
）

費
用
（
支
出
）

利
益

損益計算書

【利益】収益 － 費用

収益から費用を引いた残りが「利益」

利益がマイナスの場合は「損失」という。
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損益計算書と貸借対照表の関係

損益計算書 貸借対照表

負
債

資
産

純
資
産

収
益
（
収
入
）

費
用
（
支
出
）

利
益

10090

10 ＋10

「利益が出ると純資産が増える」
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純資産が増えると…①

負
債

資
産

純
資
産

負
債

資
産

純
資
産

30
40

100 70 100 60

負債が減る（借金を返す） 自己資本比率が上がる（30％ 40％）

経営の安定度が上がる！

1年間で10の利益

損益計算書

１年前の貸借対照表 現在の貸借対照表
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純資産が増えると…②

負
債

資
産

純
資
産
30

100 70

資産（武器）が増える（現金で持つ／投資する） 資産総額が増える

経営の規模が大きくなる！

1年間で10の利益

損益計算書

負
債

資
産

純
資
産
40

110 70

１年前の貸借対照表 現在の貸借対照表
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損益計算書と貸借対照表の関係
まとめ

17

利益が出る

純資産が増える

経営が安定する

資産総額が増える自己資本比率が上がる

経営規模が大きくなる

例）借入金の返済 例）設備投資・繁殖購入

損益計算書

貸借対照表

実態



参考）様々な経営指標
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参考）様々な経営指標
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参考）様々な経営指標
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貸借対照表に出てこない武器

負
債

資
産

純
資
産

貸借対照表
【資産】会社が持っている武器

流動資産（１年以内に使用・現金化するもの）

固定資産（⾧期間かけて使用するもの）

他にも武器（見えない資産）があるのでは…
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貸借対照表に出てこない武器

会社が持っている武器  ＝『 経営資源 』

貸借対照表に出てくる「資産」

モノ・カネ

ヒト

情報

ブランド

知的財産

文化
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貸借対照表に出てこない武器

経営資源（武器）の中で最も大切なのは「ヒト」

ヒト
人間関係（ネットワーク）人材

・顧客（馬主・調教師・クラブ法人・他牧場）

・取引先（農協・仕入先・銀行・スタリオン）

・協力機関（農協・行政・JRA・NAR・JBBA）

・同業者（近隣牧場・修行先・振興会・青年部）

・家族

・従業員

・経営者（自分自身）
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貸借対照表に出てこない武器

ヒトの中で最も大切なのは「経営者」＝ 自分自身

経営者（自分）
心身体

・自分の時間を確保する

・相談できる相手を見つける

・たまには贅沢をする

・成功体験を記録し、振り返る

・他人に期待しすぎない

・健康診断を受ける

・睡眠時間の確保は最優先

・食事は栄養バランスを意識する

・お酒とタバコはほどほどに

・定期的な運動を続ける

経営者は孤独な存在
だからこそ、最大限に自分自身を労わってください。
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